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勿論、今回の場合は X 軸、Y 軸、Z 軸が入れ替わっても差支えはない。その他、物質には
回転運動や振動運動があり、まとめると凡そ 5 種の運動といえる。そこで、次に、この 5
種の運動を心の働き（運動）と関連付けてみる。勿論、全く異次元同士の関連付けである
ため主観的、創造的なものであることは言うまでもない。  













運動を加え、この 6 つの運動を人間性の教育の“軸”と定めることとし、表 1 の項目を 6
軸に大分類したのが表 2 である。今回、調査対象は 178 の企業団体と限定された範囲であ
るが、仮に国内企業を調査対象とした場合は、表 1、及び表 2 の“求められている人間性”
の項目は更に増えると予想される。しかし、その大分類は物質の運動が 6 つに分類できる
ように、この 6 軸に包括されるのではないかと考えている。勿論、今後の課題ではある。 
 
表 1．企業団体の求める“人間性”      表 2．“人間性の教育”の“軸”別による大分類 
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３．教育の手段とその評価 
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題ではないが、モレについては無くすべく確認が必要となる。そこで、2 で記した 6 軸に
ついてモレが発生しないよう見える化し管理運用しなければならない。企業ならば 1 回／
月×12 回（1 年）＝1 プログラムの教育とするのであれば、この 1 プログラム内で“前進”
×2 回、“和”×2 回、“信頼”×2 回、“振り返り”×2 回、“忍耐”×2 回、“本質”×2 回の教
育が理想となる。参考までに管理表の例を表 3 に記す。大学ならば、30 回（前期 15 回＋
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表 3. 管理表の例（1 プログラム=12 回とした場合）  
 軸 
回 
前進 和 信頼 振り返り 忍耐 本質 
1 回目講義  ○      
2 回       ○ 
3 回     ○   
4 回    ○    
5 回   ○     
6 回   ○     
7 回       ○ 
8 回      ○  
9 回    ○    
10 回      ○  
11 回  ○      
12 回     ○   





以下、2 つの対象学生につき実施した本プログラムの内容を記す。対象学生 1 について
は、ビジネス実務演習、対象学生 2 については、教養演習（1 年生ゼミ）、専門演習（2 年










作成（パワーポイント作成）である。そして、今回、これら 3 つの各授業の最後 5 分程度
に、本プログラムを実施した。 
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＜対象学生 1＞ 
2 年生（114 名） 




1 年生 15 名＋2 年生 14 名=計 29 名 
1 プログラム（=15 回=15 話） 
※1 年生対象の教養演習と 2 年生対象の専門演習は別々の授業であるが、 







＜対象学生 1＞  
アンケート結果（回収：108 名 対象：114 名）  
・継続して学びたい：105 名   
・必要性を感じない：3 名  
 必要性を感じない理由記載 1 名：授業でやらなくても、各自、時間がある時に読めば
よいのではないか（他 2 名は理由の記載なし）  
 
◇感想 
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＜対象学生 2＞  
アンケート結果（回収：29 名 対象：29 名）  
・継続して学びたい：28 名   
・必要性を感じない：1 名  
必要性を感じない理由：毎授業でなくてもいいのではないか、 2 回に 1 回とか。  
◇感想 
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表 5.  使用教材の狙いと成果（２） 
対象授業：教養演習Ⅱ、及び専門演習Ⅱ 
対象学年：1 年生（教養演習Ⅱ）、2 年生（専門演習Ⅱ） 



























































































1回目 信玄流学問のすすめ　一日に一つ学べば、一年で三百六十五も身につく 前進 27 92 ・継続も大事だと思った
2回目 枕草子に学ぶ人間関係 和 29 93 ・今も昔も基本は変わらない気がする
3回目 前田利家　心のこもった礼状の書き方 信頼 28 89 ・昔の時代にすごい人
4回目 非難文を家宝にした堀秀政 振返 27 91 ・分かっていてもなかなかできないこと
5回目 愚公、山を移すの決意 忍耐 29 90 ・実践が難しい
6回目 他人のほめ言葉は、クモの巣のように軽い 本質 29 87 ・心が軽くなった
7回目 寸暇を惜しんだガーフィールド 前進 29 91 ・すごすぎるが自分には自信がない
8回目 ちょっと考え方を変えるだけで、仲良くなれる 和 28 95 ・この方法、これから使えそう
9回目 失敗しても信用を得たリンカーン 信頼 29 94 ・アメリカ人でもこんな人がいるのか！
10回目 あんなにしてやったの恩着せ心が、人間関係を損なっている 振返 29 87 ・確かに自分もその通りである
11回目 若者を戒める小早川隆景の名言 忍耐 29 90 ・心に刺さる話である
12回目 仕返しをしたら、その報いは自分が受けねばならない 本質 28 89 ・初めて聞いた話、怖いことである
13回目 日本全国を測量した伊能忠敬 前進 29 97 ・この人、そんな人だと初めて知った
14回目 せっかく幸せを手にしても、他と比べると、喜びが減ってしまう 本質 29 88 ・そういう考え方もあるのかと感動した
15回目 毛利元就　三矢の教訓 和 29 94 ・自分も部活で感じていた
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また、表 5 の教養演習、専門演習における成果値は平均が 91%であり、約 9 割の学生が
教材の狙いとしている事柄（軸）を受け止めている。先の表 4 の成果値と比較して 1 割程
度、良い結果になっていることが分かるが、これは、ゼミという少人数制であり、教養演
習は 1 年生 15 名、専門演習は 2 年生 14 名の授業であるため学生から教材を音読後、感想
を書く前や、書いている最中に、不明点の質問を受けることが多かった。つまり、教材へ





















して、“今日”の教育の成果が時を経て 10 年、20 年後に企業文化という形でその芽を出す
ことも希ではない。こう考えると更に本プログラムの成果を数値化、見える化することが
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注 1  CSR(corporate social responsibility) 
   企業の社会的責任 
注 2 スタートアップ 
新しい技術やサービスで急成長を目指す未上場企業  
注 3 AI 
Artificial Intelligence 人工知能 
注 4 IoT 
Internet of Things あらゆる「モノ」を「インターネット」でつなぐこと  
注 5 ダイバーシティ 2.0 
経済産業省政策である「ダイバーシティ推進」施策の中の「ダイバーシティ経営」
の取り組みの一環。 
注 6 MECE 
漏れなく、ダブりなく（日経 XTECH） 
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注 7 無災害記録 
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あなたは当然得をする、ということだ。それを友人に話すと、こういう答えが返ってきた。   
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